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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融政策を背景とした企業収

益の改善や設備投資の増加、雇用環境の改善傾向が続き、緩やかな景気回復基調が継続いたしました。 

一方で、８月の世界同時株安、円安による輸入原材料価格の上昇や個人消費が盛り上がりに欠けるなど、経済

環境は依然として予断を許さない状況で推移しております。 

このような状況下、当社グループの販売面では、当社オリジナル製品（マルチＦＰ容器、マルチソリッド容

器、ＯＰＥＴ透明容器、新透明ＰＰ容器）を中心とした新デザイン容器や新機能容器は、容器としての機能や働き

はもとより、耐油性や耐熱性等の素材機能の優位性もお客様に評価していただき、リサイクル原料容器（エコトレ

ー、エコＡＰＥＴ容器）ともども販売数量を伸ばしております。特にＰＰＳＡシリーズ（新透明ＰＰ容器）は、電

子レンジ加熱による今までにない商品開発が可能となり、小売店での新しい売り場づくりの提案とともに採用が広

がっております。透明蓋やフードパック等の透明容器においては、ＯＰＥＴ透明容器や新透明ＰＰ容器の品揃えを

充実し、従来品であるＯＰＳ透明容器からの切り替えを進めております。また、消費者の質を重視する動きが広が

り、折箱の風合いを持ち差別化を図るのに適した弁当容器や売り場で食材の見栄えがする惣菜容器なども販売数量

を伸ばしております。 

さらに、汎用製品につきましても販売数量を大きく伸ばしており、当社グループにおいて生産する製品の当第 

２四半期連結累計期間の売上数量は前年同期比106.6%、売上高は前年同期比104.4%となりました。 

売上が集中するお盆前の時期には、配送車両台数が前年同期比120％となりましたが、前連結会計年度に運用を

開始した福山クロスドックセンター・八王子配送センターなど、過去５年間に増強した物流ネットワークをフル活

用したことにより配送業務を滞りなく行うことができました。 

また、当社グループ外より仕入販売する商品の当第２四半期連結累計期間の売上高は、平成26年10月から「エ

フピコみやこひも株式会社」をグループに迎えるなど、商品調達力の強化と取扱量の増加に努め、前年同期比

106.3%となりました。 

以上により、当第２四半期連結累計期間の売上高は843億5百万円、前年同期に比べ39億7百万円の増収（前年同

期比104.9%）となり過去最高となりました。 

利益面におきましては、新たな拠点や設備の稼働開始、物流費の上昇などによるコストの増加が約10億60百万

円あったものの、原材料価格の下落効果のほか、当社オリジナル製品や新製品の販売が好調に推移したこと、グル

ープ全体でコスト改善に努めたことにより、利益改善は総額で約29億50百万円となり、当第２四半期連結累計期間

の経常利益は、前年同期に比べ18億88百万円の増益となる66億29百万円（前年同期比139.8%）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は過去最高の44億60百万円（前年同期比149.1%）、償却前経常利益では112億63百万円（前年同

期比114.0%）となりました。 

営業面では、付加価値の高い新製品の開発と品揃えのスピードを加速し、当社オリジナル製品の販売構成を高

めることにより、製品売上高の増加と利益率の向上を図っております。加えて、ＣＯ２削減による環境への取組み

や人件費の高騰に対応した業務合理化提案と共に、リサイクル原料製品や汎用製品の拡販にも努めております。ま

た、平成27年9月から、日本最大の料理レシピサイトのクックパッドとタイアップし、当社オリジナル製品「レン

ジパック蒸せるんです」の特設ページを公開しております。この特設ページへのクチコミ投稿により一般消費者の

認知度を高め、レシピ投稿数を増やすことでレンジメニュー市場の拡大を目指してまいります。 

物流面では、前連結会計年度に福山クロスドックセンター・八王子配送センターからの出荷を開始しており、

このうち八王子配送センターについては、今後の需要拡大に向け二期工事を進めておりましたが、平成27年9月に

完成いたしました。これら物流設備投資により全国を網羅する強固で柔軟な物流ネットワークを構築することで、

製品及び商品をお客様にお届けするまでの流通全体のコスト抑制と安定供給を提供してまいります。また、平成27

年5月には当社グループ独自の配送システムを含むＩＴ活用が評価され、経済産業省と東京証券取引所が共同で創

設した「攻めのＩＴ経営銘柄」に選定されました。 

生産面では、中部ＰＥＴリサイクル工場隣接地に新工場を建設しております。この新工場は、回収したＰＥＴ

透明容器やＰＥＴボトルからリサイクルＰＥＴフレークを生産し、これを原材料としたシートの押出を経てエコＡ

ＰＥＴ容器を成型する一貫生産を行う他、ＯＰＥＴシート押出３号機、４号機及び製品成型機を設置しＯＰＥＴ透

明容器の生産拠点としても機能するものであり、平成28年3月の稼働を目指しております。 

この他、前連結会計年度にエフピコ総合研究所が完成し、新素材・新製品の研究や、製品開発のスピードアッ

プと充実を図っております。この施設は、研修施設としての機能も併せ持っており、人材育成にも従来以上に注力

してまいります。 

社会的責任としての障がい者雇用の促進につきましては、平成27年9月末現在グループ全体で371名（障がい者

雇用数641名）及び業務提携先に44名の雇用の機会を提供しております。平成27年3月には、当社グループの取組み

が評価され、経済産業省「平成26年度ダイバーシティ経営企業100選」に選出され、平成27年9月には、東洋経済新

報社が発表した「障がい者雇用率ランキング」において、当社が第1位にランクインしております。 
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（用語説明） 

マルチＦＰ 

（ＭＦＰ）容器 

： -40℃～+110℃の耐寒・耐熱性、耐油・耐酸性及び断熱性に優れた発泡ＰＳ（ポリス

チレン）容器 

マルチソリッド 

（ＭＳＤ）容器 

： マルチＦＰの端材を活用し、その特性を維持しつつシャープな形状を実現した非発泡

ＰＳ（ポリスチレン）容器 耐熱温度＋110℃ 

ＯＰＥＴ透明容器 ： 二軸延伸ＰＥＴシートから成型した、耐油・耐酸性に優れ、透明度も高くＯＰＳと同

等の耐熱性を実現したＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）透明容器 

耐熱温度＋80℃ 

新透明ＰＰ容器 ： 標準グレードのＰＰ（ポリプロピレン）原料からＯＰＳと同程度の透明度を実現した

透明ＰＰ容器 耐熱温度＋110℃ 

ＰＰＳＡシリーズ ： 嵌合フードパック 新透明ＰＰ容器 耐熱温度＋110℃ 

ＯＰＳ透明容器 ： 従来からの二軸延伸ＰＳ（ポリスチレン）シートから成型した透明容器 

耐熱温度＋80℃ 

エコトレー ： スーパーで店頭回収されたＰＳ容器と工場内端材を原料とするリサイクル発泡ＰＳ容

器（平成４年販売開始） 

エコＡＰＥＴ容器 ： スーパーで店頭回収されたＰＥＴ透明容器、ＰＥＴボトル及び工場内端材を原料とす

るリサイクルＰＥＴ透明容器（平成24年販売開始） 

フードパック : スーパーの揚げ物バイキングコーナーなどで使用される、蓋（フード）と本体が一体

となった汎用透明容器 

クロスドックセンター ： お客様にお届けする製品を、個別の配送トラックが在庫倉庫を廻って積込む方式にか

わり、全ての出荷製品を一カ所に集め、配送ルート毎に自動ソーターで仕分けの後、

配達順に積込むクロスドック方式を実現するセンター 

クックパッド ： クックパッド株式会社の運営による料理レシピのコミュニティウェブサイト 

レンジパック蒸せるんです : 家庭で生の素材から電子レンジを使って簡単に蒸し料理が楽しめる簡易蒸し容器 

ＰＰＳＡが個包装されたセット商品 耐熱温度＋110℃ 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、2,054億36百万円となり、前連結会計年度末に比べて88億6百万

円増加いたしました。 

 これは、主に受取手形及び売掛金38億83百万円増加、建物及び構築物39億22百万円増加、機械装置及び運搬具28

億74百万円増加、商品及び製品の減少10億93百万円及び原材料及び貯蔵品の減少4億24百万円によるものでありま

す。 

 負債合計は、1,169億37百万円となり、前連結会計年度末に比べて54億40百万円増加いたしました。 

 これは、主に短期借入金及び長期借入金44億27百万円増加、流動負債その他32億36百万円増加及び買掛金の減少

21億88百万円によるものであります。 

 また、純資産は、884億99百万円となり、前連結会計年度末に比べて33億66百万円増加いたしました。 

 これは、主に利益剰余金33億83百万円増加によるものであります。 

 なお、配当については、当第２四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益が業績予想を上回って

いることから、既公表の利益配分に関する基本方針に基づき、当第２四半期末を基準日として１株当たりの配当金

を直近の予想から3円増額し33円の配当の実施を決定しております。これは中間配当としては、平成26年４月１日

付で実施した株式分割の影響を考慮すると過去最高の中間配当額となります。期末日を基準日とする１株当たり配

当額は、配当予想額を変更せず32円としていますので、年間配当金は１株当たり65円を予定しております。 
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より9

億10百万円減少し、128億円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動により獲得した資金は、66億50百万円（前年同期は46億84百万円の資金獲得）となりました。

 これは主に税金等調整前四半期純利益65億77百万円と減価償却費46億33百万円、たな卸資産の減少15億27百万円

及び未収入金の減少9億94百万円などによる資金の増加、売上債権の増加38億82百万円、仕入債務の減少21億88百

万円及び法人税等の支払額15億75百万円などによる資金の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動により支出した資金は、87億50百万円（前年同期は56億61百万円の支出）となりました。

 これは主にエフピコ総合研究所の完成時支払い、筑西工場ならびに鹿児島工場のAPET押出装置の取得、関東配送

センター・中部配送センター建物取得及び八王子配送センター二期工事上棟時支払いなどの有形固定資産の取得に

よる支出86億5百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動により獲得した資金は、11億89百万円（前年同期は10億79百万円の資金獲得）となりました。

 これは主に長期借入れによる収入95億円及び短期借入金の純増加による収入4億円と、長期借入金の返済による

支出54億72百万円、配当金の支払額10億78百万円及びリース債務の返済による支出21億59百万円などによるもので

あります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、消費者の動向、為替相場や原油価格の変動による原材料コストや電力料金の増

減など、当社グループをとりまく経営環境には、予断を許さない状況が続くものと予想されます。 

 一方で、昨今の国内企業をとりまく環境は、雇用環境の改善を受け、人手不足による人件費高騰が深刻化してお

り、人材確保に苦慮する状況となっています。 

このような状況下、当社グループは、関東地域の人材不足に対応し、広域から人材を確保するため、茨城県筑

西市に150戸のワンルームタイプの社宅建設を予定しております。引き続き、人材確保の難しい中部エリアにも同

様の施設建設を計画しております。生産部門において産業用ロボットの導入を推進し、物流部門においては音声ピ

ッキングシステムを導入し、自動ソーターシステムを配置するなど、省人化を図るとともに作業生産性を向上させ

ております。今後も、生産・物流コスト抑制に向けた施策を展開してまいります。さらに、当社オリジナル製品を

はじめとした新製品の開発と品揃えのスピードのさらなる加速、全国を網羅する物流ネットワークを活用した流通

全体でのコスト抑制の提供及びリサイクル原料製品の販売の拡大などにより、中長期的に安定して利益を獲得でき

る体制を強化してまいります。 

また、新たな取り組みでは、ＢＣＰ（事業継続計画）の一環として、災害などにより停電が発生した際にも重

要な事業活動を継続するため、物流部門において、平成28年3月までに、自動ソーターシステムなどを有する主要

施設の非常用発電設備を設置し、平成28年9月までに全国21ヶ所すべての拠点に同設備の設置を行い、72時間（3日

間）の電力供給を確保いたします。お客様の事業活動の継続に寄与し、「必要な時に確実にお届けする」体制をよ

り一層強固なものにいたします。 

なお、平成27年5月11日の「平成27年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はあり

ません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（減価償却方法の変更） 

 従来、当社及び連結子会社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法について定率法（ただし、平

成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）については定額法）を採用しておりましたが、第１四

半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 昨今の食品容器業界を取り巻く環境は、資源を有効活用しつつＣＯ２排出抑制をするための使用済み容器のリサ

イクル推進、また中食化が進んだことによる電子レンジ対応製品の開発、加えて配送コスト上昇への対応が必要と

なっております。 

 このような事業環境に対処すべく、回収ＰＥＴボトルを再資源化しエコ製品を製造すること、また、耐熱性・耐

油性という機能を有した新製品の製造を本格化するとともに、全国物流ネットワーク網整備の完成に向けて投資を

進めております。 

 こうした設備投資に対し、当社グループの有形固定資産の使用実態などを検討しましたところ、当社グループに

おける設備は、今後長期に渡り平均的かつ安定的に稼働することが見込まれることから、これに対応した減価償却

費を計上するため、有形固定資産の減価償却方法を定額法とすることが合理的と判断いたしました。 

 この変更により、従来の定率法を継続した場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が1,250百万

円減少し、営業利益が982百万円増加、経常利益および税金等調整前四半期純利益がそれぞれ991百万円増加してお

ります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,710 12,800 

受取手形及び売掛金 32,876 36,760 

商品及び製品 17,804 16,711 

仕掛品 94 84 

原材料及び貯蔵品 3,770 3,345 

その他 5,893 5,011 

貸倒引当金 △30 △29 

流動資産合計 74,120 74,685 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 51,347 55,269 

機械装置及び運搬具（純額） 10,959 13,834 

土地 33,256 33,355 

リース資産（純額） 13,095 11,967 

その他（純額） 4,893 7,716 

有形固定資産合計 113,551 122,143 

無形固定資産    

のれん 1,605 1,339 

その他 1,077 1,112 

無形固定資産合計 2,683 2,451 

投資その他の資産 6,274 6,156 

固定資産合計 122,509 130,751 

資産合計 196,629 205,436 

負債の部    

流動負債    

買掛金 21,163 18,974 

短期借入金 10,702 13,039 

コマーシャル・ペーパー 15,000 15,000 

未払法人税等 1,686 2,469 

賞与引当金 1,565 1,742 

役員賞与引当金 44 28 

その他 14,052 17,289 

流動負債合計 64,214 68,544 

固定負債    

長期借入金 33,084 35,175 

役員退職慰労引当金 1,206 1,175 

執行役員退職慰労引当金 7 10 

退職給付に係る負債 2,716 2,798 

その他 10,267 9,233 

固定負債合計 47,282 48,392 

負債合計 111,496 116,937 

 

- 6 -

㈱エフピコ　（7947） 平成28年3月期 第２四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 13,150 13,150 

資本剰余金 15,843 15,843 

利益剰余金 59,600 62,984 

自己株式 △4,941 △4,942 

株主資本合計 83,653 87,036 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,288 1,249 

退職給付に係る調整累計額 △204 △179 

その他の包括利益累計額合計 1,084 1,069 

非支配株主持分 395 393 

純資産合計 85,133 88,499 

負債純資産合計 196,629 205,436 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 80,397 84,305 

売上原価 58,457 58,657 

売上総利益 21,939 25,647 

販売費及び一般管理費 17,915 19,626 

営業利益 4,023 6,021 

営業外収益    

受取利息 2 1 

受取配当金 42 44 

補助金収入 602 479 

スクラップ売却益 115 95 

その他 165 174 

営業外収益合計 929 795 

営業外費用    

支払利息 154 131 

その他 57 55 

営業外費用合計 211 187 

経常利益 4,741 6,629 

特別利益    

固定資産売却益 1 － 

負ののれん発生益 36 － 

特別利益合計 38 － 

特別損失    

固定資産除売却損 53 52 

段階取得に係る差損 80 － 

特別損失合計 133 52 

税金等調整前四半期純利益 4,646 6,577 

法人税、住民税及び事業税 1,753 2,358 

法人税等調整額 △100 △238 

法人税等合計 1,652 2,119 

四半期純利益 2,993 4,457 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
2 △2 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,991 4,460 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 2,993 4,457 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 217 △38 

退職給付に係る調整額 9 24 

その他の包括利益合計 227 △14 

四半期包括利益 3,221 4,442 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,218 4,445 

非支配株主に係る四半期包括利益 2 △2 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 4,646 6,577 

減価償却費 5,137 4,633 

賞与引当金の増減額（△は減少） 59 177 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33 △15 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 1 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △70 △30 

執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 3 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 27 82 

固定資産除売却損益（△は益） 52 50 

受取利息及び受取配当金 △45 △45 

支払利息 154 131 

売上債権の増減額（△は増加） △4,536 △3,882 

たな卸資産の増減額（△は増加） △280 1,527 

未収入金の増減額（△は増加） △448 994 

仕入債務の増減額（△は減少） 761 △2,188 

その他 890 295 

小計 6,304 8,311 

利息及び配当金の受取額 45 45 

利息の支払額 △150 △131 

災害損失の支払額 △23 － 

法人税等の支払額 △1,491 △1,575 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,684 6,650 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △5,388 △8,605 

その他 △273 △144 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,661 △8,750 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △900 400 

長期借入れによる収入 10,000 9,500 

長期借入金の返済による支出 △4,671 △5,472 

リース債務の返済による支出 △2,002 △2,159 

配当金の支払額 △1,345 △1,078 

その他 △1 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,079 1,189 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103 △910 

現金及び現金同等物の期首残高 16,153 13,710 

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,256 12,800 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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